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二
十
六
の
二
十
八

四
e
｛﹇
四
e
（｛
四
e
﹇（
一

Ｅ
）
e

二
e

シ
ア
ノ
エ
テ
ニ
ル
﹈
e

二
・
六
e

ジ

メ
チ
ル
フ
エ
ニ
ル
｝ア
ミ
ノ
）ピ
リ
ミ
ジ
ン
e

二
e

イ
ル
﹈
ア
ミ
ノ
｝
ベ
ン
ゾ
ニ
ト
リ
ル
（
別
名
リ
ル

ピ
ビ
リ
ン
）、
そ
の
塩
類
及
び
そ
れ
ら
の
製
剤

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
八
十
四
号

児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第

三
条
第
三
項
、
第
七
条
第
二
項
及
び
第
三
十
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
児
童
手
当
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
五
月
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

児
童
手
当
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

児
童
手
当
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
令
第

三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
二
第
二
項
中
「
掲
げ
る
入
所
」
を
「
掲
げ
る

入
所
又
は
入
院
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
受
け
て
又

は
」
を
「
受
け
て
若
し
く
は
」
に
改
め
、「
へ
の
入
所
」
の

下
に
「
又
は
児
童
福
祉
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
同
号
に
規
定
す
る
指
定
医
療
機
関
へ
の
入
院
」
を
加

え
る
。

第
一
条
の
四
第
四
項
第
一
号
中
「
入
所
し
て
」
を
「
入

所
若
し
く
は
入
院
を
し
て
」
に
改
め
る
。

様
式
第
三
号
（
裏
面
）
の
注
意
の
４
中「

障
害
児
入
所

施
設
」

の
下
に「

、
指
定
医
療
機
関
」

を
加
え
、
同
注
意

の
８
中「

施
設
に
入
所
し
て
」

を「
施
設
等
に
入
所
若
し

く
は
入
院
を
し
て
」

に
改
め
、

「
又
は
入
所
」

の
下
に「

若
し
く
は
入
院
」

を
加
え
、
同
注
意
の
11
の
{
中「

入
所
し

て
」

を「
入
所
若
し
く
は
入
院
を
し
て
」

に
改
め
る
。

様
式
第
四
号
（
表
面
）
及
び
（
裏
面
）
の
注
意
の
８
中

「
入
所
」

の
下
に「

若
し
く
は
入
院
」

を
加
え
る
。

様
式
第
五
号
（
表
面
）
中「

又
は
入
所
」

の
下
に「

若
し
く
は
入
院
」

を
加
え
、

「
退
所
し
た
」

を「
退
所
若
し
く

は
退
院
を
し
た
」

に
改
め
る
。

様
式
第
五
号
（
裏
面
）
の
注
意
の
１
中「

施
設
に
入
所

し
て
」

を「
施
設
等
に
入
所
若
し
く
は
入
院
を
し
て
」

に

改
め
、
同
注
意
の
５
中「
障
害
児
入
所
施
設
」

の
下
に

「
、
指
定
医
療
機
関
」

を
加
え
、
同
注
意
の
７
中「

入
所

し
て
」

を「
入
所
若
し
く
は
入
院
を
し
て
」

に
改
め
、
同

注
意
の
８
中「

施
設
に
入
所
し
て
」

を「
施
設
等
に
入
所

若
し
く
は
入
院
を
し
て
」

に
改
め
、

「
又
は
入
所
」

の
下
に

「
若
し
く
は
入
院
」

を
加
え
、
同
注
意
の
13
中「

入
所
し

て
」

を「
入
所
若
し
く
は
入
院
を
し
て
」

に
改
め
る
。

様
式
第
六
号
（
裏
面
）
の
注
意
の
７
の
{
中「

場
合
」

の
下
に「

や
受
給
者
が
未
成
年
後
見
人
又
は
父
母
指
定
者

で
あ
る
場
合
」

を
加
え
、
同
注
意
の
11
中
ƒ
を
…
と
し
、

‚
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ƒ
受
給
者
が
本
年
１
月
１
日
に
他
の
市
町
村
に
住

所
を
有
し
て
い
た
場
合
は
、
受
給
者
の
前
年
の
所

得
の
額
と
、
そ
の
所
得
に
係
る
市
町
村
民
税
又
は

特
別
区
民
税
に
お
け
る
控
除
対
象
配
偶
者
及
び
扶

養
親
族
の
有
無
と
数
に
つ
い
て
の
市
町
村
長
の
証

明
書

„
「
1
0」
の
後
段
に
該
当
す
る
児
童
が
あ
っ
た
場

合
は
、
そ
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
書
類

様
式
第
七
号
（
裏
面
）
の
注
意
の
３
中「

入
所
し
て
」

を「
入
所
若
し
く
は
入
院
を
し
て
」

に
改
め
、
同
注
意
の

４
中「

障
害
児
入
所
施
設
」

の
下
に「

、
指
定
医
療
機
関
」

を
加
え
、
同
注
意
の
６
中「

入
所
し
て
」

を「
入
所
若
し

く
は
入
院
を
し
て
」

に
改
め
、
同
注
意
の
７
中「
施
設
に

入
所
し
て
」

を「
施
設
等
に
入
所
若
し
く
は
入
院
を
し
て
」

に
改
め
、

「
又
は
入
所
」

の
下
に「

若
し
く
は
入
院
」

を
加

え
る
。

様
式
第
九
号
（
表
面
）
中「

施
設
の
種
類
」

を「
施
設

等
の
種
類
」

に
改
め
る
。

様
式
第
九
号
（
裏
面
）
の
注
意
の
２
の
|
中「

施
設
」

を「
施
設
等
」

に
改
め
、
同
注
意
の
３
中「

施
設
の
種
類
」

を「
施
設
等
の
種
類
」

に
改
め
、

「
小
規
模
住
居
型
児
童
養

育
事
業
者
、
里
親
、」

を
削
り
、

「
障
害
児
入
所
施
設
」

の

下
に「

、
指
定
医
療
機
関
」

を
加
え
る
。

様
式
第
十
号
（
表
面
）
及
び
（
裏
面
）
の
注
意
の
４
中

「
入
所
」

の
下
に「

若
し
く
は
入
院
」

を
加
え
る
。

様
式
第
十
三
号
（
表
面
）
中「

施
設
の
種
類
」

を「
施

設
等
の
種
類
」

に
改
め
る
。

様
式
第
十
三
号
（
裏
面
）
の
注
意
の
１
中「

施
設
を
退

所
し
た
」

を「
施
設
等
か
ら
退
所
若
し
く
は
退
院
を
し
た
」

に
、

「
又
は
退
所
し
た
」

を「
又
は
退
所
若
し
く
は
退
院
を

し
た
」

に
改
め
、
同
注
意
の
３
中「

退
所
」

の
下
に「

若
し
く
は
退
院
」

を
加
え
、
同
注
意
の
４
中「

施
設
を
退
所

し
た
」

を「
施
設
等
か
ら
退
所
若
し
く
は
退
院
を
し
た
」

に
改
め
、
同
注
意
の
５
中「

施
設
に
入
所
し
て
」

を「
施

設
等
に
入
所
若
し
く
は
入
院
を
し
て
」

に
、

「
施
設
を
退
所

し
た
」

を「
施
設
等
か
ら
退
所
若
し
く
は
退
院
を
し
た
」

に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
六
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の

様
式
（
以
下
「
旧
様
式
」
と
い
う
。）に
よ
り
使
用
さ
れ

て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に

よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
百
八
十
五
号

市
町
の
境
界
変
更

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
岩
手
県
一
関
市
と
西
磐

井
郡
平
泉
町
と
の
境
界
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
旨
、
岩

手
県
知
事
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
七
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

右
の
処
分
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
そ
の
効

力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

平
成
二
十
四
年
五
月
十
八
日総

務
大
臣

川
端

達
夫

一
関
市
に
編
入
す
る
区
域

西
磐
井
郡
平
泉
町
平
泉
字
塩
沢
二
一
の
七
、二
二
の
二
、

二
三
、
二
四
、
二
五
の
一
、
二
六
の
一
、
二
六
の
二
、
二

七
の
五
、
三
〇
の
一
、
五
〇
の
一
、
五
一
の
一
、
五
二
の

一
、
五
三
の
一
、
五
四
か
ら
六
二
ま
で
、
六
三
の
一
か
ら

六
三
の
四
ま
で
、
六
四
か
ら
六
六
ま
で
、
七
二
か
ら
七
五

ま
で
、
七
五
の
一
、
七
六
か
ら
七
八
ま
で
、
七
九
の
一
、

七
九
の
五
、
七
九
の
六
、
一
八
二
の
二
、
一
八
三
の
二
、

一
九
二
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水

路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部
、
字
三
貫
七
五
の
三
、
七
六
の

三
、
七
六
の
四
、
七
七
の
三
、
七
七
の
四
、
七
八
の
二
、

七
九
の
一
、
七
九
の
二
、
八
五
の
三
、
八
六
の
二
、
八
七

の
一
四
、
八
七
の
二
二
、
九
二
、
九
三
の
一
、九
三
の
二
、

九
四
の
一
、
九
四
の
二
、
九
五
、
九
六
、
九
七
の
一
、
九

七
の
二
、
九
九
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道

路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部
、
長
島
字
太
田
三
〇
八
の
三
、

三
〇
八
の
四
、
三
〇
九
の
一
、
三
一
〇
の
一
、
三
一
一
の

一
、
三
一
二
の
一
、
三
一
三
の
一
、
三
一
四
の
一
、
三
一

五
の
二
、
三
一
六
の
二
、
三
一
七
の
二
、
三
一
八
の
二
、

三
一
九
の
三
、
三
二
〇
の
二
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接

す
る
道
路
で
あ
る
公
有
地
の
一
部

西
磐
井
郡
平
泉
町
に
編
入
す
る
区
域

一
関
市
川
辺
字
沼
尻
一
二
六
の
二
、
一
二
六
の
四
、
一

二
六
の
五
、
一
二
七
の
四
、
一
二
七
の
五
、一
二
八
の
四
、

一
二
八
の
五
、
一
二
九
の
三
、
一
三
〇
の
四
、
一
三
一
の

四
、
一
三
一
の
五
、
一
三
三
の
二
、
一
三
六
の
二
及
び
こ

れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
で
あ
る
公
有
地
の
全

部
、
字
石
田
谷
起
八
三
の
一
か
ら
八
三
の
三
ま
で
、
八
四

か
ら
八
八
ま
で
、
九
〇
、
九
一
、
九
二
の
一
か
ら
九
二
の

三
ま
で
、
九
三
の
二
、
一
七
五
の
二
、
一
七
六
の
二
、
一

七
七
の
二
、
一
七
八
の
二
、
一
七
九
の
二
、一
八
〇
の
二
、

一
八
一
の
三
、
一
八
二
の
二
、
一
八
三
の
三
、
一
八
三
の

四
、
一
八
四
の
一
、
一
八
四
の
二
、
一
八
五
か
ら
一
八
八

ま
で
、
一
八
九
の
三
、
一
八
九
の
四
及
び
こ
れ
ら
の
区
域

に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部
、

字
一
本
谷
起
一
の
一
、
一
の
二
、
二
の
一
、
二
の
二
、
三

の
一
か
ら
三
の
四
ま
で
、
四
の
一
、
四
の
二
、
五
の
一
、

五
の
二
、
六
、
七
の
一
か
ら
七
の
三
ま
で
、
八
の
一
、
八

の
二
、
九
の
一
、
九
の
二
、
一
〇
、
二
三
の
三
、
二
四
の

三
、
二
四
の
五
、
三
四
か
ら
三
六
ま
で
、
三
七
の
二
、
一

二
四
の
二
、
一
二
五
、
一
二
六
の
一
、
一
二
六
の
二
、
一

二
七
か
ら
一
三
〇
ま
で
、
一
三
一
の
二
、
二
〇
八
の
二
、

二
〇
九
の
二
、
二
一
〇
の
二
、
二
一
一
の
二
、
二
一
二
の

二
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で

あ
る
公
有
地
の
一
部

〇
外
務
省
告
示
第
百
七
十
六
号

平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
三
日
に
ポ
ー
ト
ビ
ラ
で
、
広

域
防
災
シ
ス
テ
ム
整
備
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
次

の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
バ
ヌ
ア
ツ
共
和
国
政
府
と
の
間

に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

広
域
防
災
シ
ス
テ
ム
整
備

計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
生
産
物
及
び
役
務
の

購
入

２

贈
与
額

三
億
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
二
十
五
年
四
月
三
十
日
ま

で
４

署
名
者

日

本

側

大
嶋
英
一
在
バ
ヌ
ア
ツ
大
使

バ
ヌ
ア
ツ
側

サ
ト
ー
・
キ
ル
マ
ン
首
相

平
成
二
十
四
年
五
月
十
八
日外

務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

〇
外
務
省
告
示
第
百
七
十
七
号

平
成
二
十
四
年
五
月
三
日
に
タ
シ
ケ
ン
ト
で
、
人
材
育

成
奨
学
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡

の
交
換
が
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ

れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

人
材
育
成
奨
学
計
画
を
実

施
す
る
た
め
に
必
要
な
役
務
の
購
入

２

贈
与
の
限
度
額

二
億
二
百
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
二
十
九
年
十
二
月
三
十
一

日
ま
で

４

署
名
者

日

本

側

山
根

治
外
務
副
大
臣

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
側

ア
ブ
ド
ゥ
ラ
・
ア
リ
ポ
フ
副
首

相

平
成
二
十
四
年
五
月
十
八
日外

務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

š
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